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 3チームが重なり合って  さぁたいへん!
　牧草ロール回し大会（花和収穫まつり）



2

こ

んに
ちは赤ちゃん

ご家族の深い愛情につつまれて誕生した
プリンスとプリンセスのご紹介です。
ご家族は「早く大きくなーれ」と

成長を楽しみにしていることでしょう。
いろいろな可能性を秘めて、
洞爺湖町に誕生した赤ちゃん、

その純粋な瞳は何を見つめているのでしょうか？

斎藤　虎鉄くん
（こてつ）

大介さん・里恵さん
6月21日生　入1区

山神　幸大くん
（こうだい）

博さん・孝子さん
6月30日生　泉区

七戸　穂香ちゃん
（ほのか）

勇気さん・朝枝さん
6月6日生　虻4区

齋藤　智也くん
（ともや）

光広さん・雅代さん
6月20日生　虻8区

出口　結愛ちゃん
（ゆら）

渉さん・友美さん
6月25日生　虻6区

佐藤　望柚ちゃん
（みゆ）

健児さん・仁美さん
6月20日生　虻7区

丸田　　龍くん
（りゅう）

丸田　翔太くん
（しょうた）

学さん・香さん
6月13日生　成香



　
　
年
で
８
回
目
の
開
催
と
な
る
洞

　
　
爺
村
国
際
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
7
の
第
２
次
審
査
会
が
７
月

25
日
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
公
開
審
査
の
も
と
、
奥
岡
茂
雄

審
査
員
長
（
札
幌
芸
術
の
森
美
術
館

長
）
を
は
じ
め
審
査
員
４
氏
が
慎
重

か
つ
厳
正
に
審
査
を
行
い
、
大
賞
、

準
大
賞
、
優
秀
賞
、
小
田
襄
賞
、
伊

達
信
用
金
庫
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
31
日
〜
８
月
５
日
ま

で
、
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
行
な

わ
れ
た
洞
爺
湖
賞
決
定
町
民
投
票
に

よ
り
洞
爺
湖
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

　
受
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
受
賞
・
入
選
作
品
（
25
カ
国
58
作

品
）
に
よ
る
展
覧
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
世
界
各
地
よ
り
集
ま

っ
た
素
敵
な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
会
　
　
期
　
９
月
22
日
（
土
）
　

　
　
　
　
　
　
〜
10
月
21
日
（
日
）

■
開
　
　
館
　
午
前
10
時
00
分
〜
午

　
　
　
　
　
　
後
４
時
30
分
（
土
曜

　
　
　
　
　
　
日
は
午
後
８
時
00
分

　
　
　
　
　
　
ま
で
）

■
会
　
　
場
　
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
虻
田
郡
洞
爺
湖
町
洞

　
　
　
　
　
　
爺
町
１
３
２
番
地
）

■
問
合
せ
先
　
洞
爺
村
国
際
彫
刻
ビ

　
　
　
　
　
　
エ
ン
ナ
ー
レ
実
施
委

　
　
　
　
　
　
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
（
洞
爺
湖
町
役
場
洞
爺

　
　
　
　
　
　
総
合
支
所
内
）
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今

洞爺村国際彫刻ビエンナーレ2007

『Seed Of Cosmos』
大賞に韓国のウィー・セボグさんの作品

が受賞

作 家 名

大　賞

大　賞準大賞優秀賞小田襄賞洞爺湖賞伊達信用
金 庫 賞

韓国

タイ

イラン

ウィー・セボグ Seed Of Cosmos（宇宙の種）

RETURN OF THE WATER

TABU（タブー）

《ソーラン節ロックに
のって祭り来る》

mixed view〈手の中の街〉

Untitled（無題）

(水の回帰）

阿部　典英 日本

日本竹鶴　寿男

ジジ・スメイル アルジェリア

ダレッシュ・
バルース

アリヤ・
キティチャロエンウィワット準大賞

優秀賞

小田襄賞

洞爺湖賞

伊達信用
金 庫 賞

出身国 作　品　名

洞
爺
村
国
際
彫
刻

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
7
展
覧
会

洞
爺
村
国
際
彫
刻

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
7
展
覧
会

洞
爺
村
国
際
彫
刻

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
0
7
展
覧
会



洞爺湖町は「チーム・マイナス6％」に参加しています。

▲チーム・マイナス6％ロゴマーク

　
　
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
地
球
温
暖

　
　
化
対
策
特
集
の
第
２
弾
。

　
今
月
の
テ
ー
マ
は
『 

水 

』
で
す
。

　
水
を
使
わ
な
い
と
ど
う
し
て
二
酸

化
炭
素
は
減
る
の
で
し
ょ
う
か
？
み

な
さ
ん
の
家
庭
に
供
給
さ
れ
る
水
道

水
は
、
蛇
口
か
ら
出
て
く
る
ま
で
に

多
く
の
電
気
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
源
か
ら
く
み
上
げ
て
浄
水
し
、
み

な
さ
ん
の
家
庭
ま
で
送
水
す
る
ポ
ン

プ
。
そ
し
て
最
後
は
下
水
処
理
と
家

庭
で
使
わ
れ
る
水
に
は
数
多
く
の
手

間
と
電
気
が
使
わ
れ
、
大
量
の
二
酸

化
炭
素
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
使

用
す
る
水
道
量
が
少
し
ず
つ
減
れ
ば
、

町
全
体
で
考
え
る
と
多
く
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

家
の
中
で
減
ら
せ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

【
洗
濯
】

・
洗
濯
物
の
入
れ
す
ぎ
・
少
な
す
ぎ

は
、
電
気
と
水
を
ム
ダ
に
消
費
し
ま

す
。

・
洗
剤
の
入
れ
す
ぎ
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
す
す
ぎ
は
短
く
す
ま
せ
ま

し
ょ
う
。

【
入
浴
・
洗
顔
】

・
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
っ
ぱ
な
し
を
や

め
る
。

・
残
り
湯
は
、
洗
濯
・
掃
除
な
ど
に

利
用
す
る
。

・
歯
磨
き
や
洗
顔
を
す
る
と
き
は
水

を
こ
ま
め
に
止
め
る
。

【
食
器
洗
い
】

・
水
を
流
し
っ
ぱ
な
し
に
せ
ず
、
た

め
て
つ
け
お
き
洗
い
、
た
め
す
す
ぎ

を
す
る
。

・
余
分
な
汚
れ
は
拭
き
取
っ
て
か
ら

洗
う
。

8
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「洞爺湖町チーム・マイナス6％」「洞爺湖町チーム・マイナス6％」

生活環境課☎74-3006生活環境課☎74-3006

見直しませんか？くらし方見直しませんか？くらし方

目指せ！やさしい「環境家族」目指せ！やさしい「環境家族」

「
ま
ち
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

登
録
状
況

個
人
　
7
名

団
体
　
2
団
体（
33
名
）

（
8
月
25
日
現
在
）

※
登
録
は
引
き
続
き
受
け
付
け

　
て
い
ま
す

「チーム・マイナス6％」

6つのアクション

○ 温度調節で減らそう

○ 水道の使い方で減らそう

○ 自動車の使い方で減らそう

○ 商品の選び方で減らそう

○ 買い物とごみで減らそう

○ 電気の使い方で減らそう
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ご　　
み
処
理
量
は
減
少
し
、
リ
サ
イ

　
　
ク
ル
率
は
増
加
し
て
い
る
と
い

う
理
想
的
な
ご
み
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
進

め
て
い
る
洞
爺
湖
町
で
す
が
、
昨
年

度
に
処
理
さ
れ
た
ご
み
は
５、５
５
６

㌧
、
ご
み
収
集
車
の
台
数
に
換
算
す

る
と
約
２
、５
０
０
台
分
と
ま
だ
ま
だ

減
ら
せ
る
も
の
は
あ
り
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ご
み
処
理
の
有
料
化
か
ら

３
年
が
過
ぎ
、
一
時
期
の
大
き
な
減

量
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
リ
バ
ウ
ン
ド
の
予

感
が
…
。

　
そ
こ
で
、
今
月
号
で
紹
介
す
る
の

が
こ
れ
。

　
家
庭
か
ら
出
る
古
新
聞
や
雑
誌
な

ど
、
再
生
利
用
で
き
る
も
の
を
地
域

の
み
な
さ
ん
が
協
力
し
て
集
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
取
り
組
み
が
「
資
源

ご
み
集
団
回
収
」
で
す
。

　
町
で
は
、
自
治
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、

子
供
会
な
ど
の
集
団
回
収
活
動
に
対

し
、
回
収
量
に
応
じ
て
助
成
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
28
団
体
が
集
団
回
収
を

実
施
し
約
５
９
０
㌧
も
の
資
源
ご
み

が
回
収
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
助
成
を
受
け
る
に
は
団
体
と
し
て

の
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
生
活
環

境
課
（
　
74
‐
３
０
０
６
）
ま
で
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
収
さ
れ
る
資
源
く
ん（
生
ご
み
）

　
　
の
水
分
が
多
く
、
汚
水
の
処
理

に
困
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
資
源

く
ん
に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い

て
、
水
分
調
整
の
た
め
に
木
の
皮
を

砕
い
た
「
バ
ー
ク
」
を
混
ぜ
て
堆
肥

に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
調
整

し
き
れ
な
い
大
量
の
汚
水
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
多
す
ぎ
る
水
分
は
堆
肥
の
品
質
に

悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ご
家
庭
で
徹
底
し
た
水
切
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

回

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
は

　
　
　
　
堆
肥
に
で
き
な
い
よ
！

　
花
美
館
で
回
収
さ
れ
る
ビ
ニ
ー
ル

袋
の
量
が
増
え
て
い
ま
す
。
資
源
く

ん
を
出
す
と
き
に
袋
を
二
重
、
三
重

に
重
ね
て
い
る
方
が
い
る
よ
う
で
す

が
、
し
っ
か
り
水
切
り
を
す
れ
ば
袋

は
一
枚
で
十
分
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、
他
に

ご
み
が
出
る
よ
う
で
は
本
当
の
リ
サ

イ
ク
ル
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
み
な
さ

ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
内
の
道
路
や
公
園
な
ど
に
犬
の

　
　
フ
ン
が
多
く
、
近
所
の
方
や
公

園
の
利
用
者
か
ら
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
部
の
無
責
任
な
飼
い

主
の
行
動
が
犬
を
飼
う
人
全
体
の
イ

メ
ー
ジ
を
悪
く
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
中
の
フ
ン
の
回
収
は
最
低
限

の
マ
ナ
ー
で
す
。
子
供
た
ち
が
安
心

し
て
安
全
に
遊
べ
る
環
境
を
守
る
た

め
に
も
、
飼
い
主
が
責
任
を
も
っ
て

フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

　
き
れ
い
で
住
み
よ
い
ま
ち
を
作
る

た
め
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

町

ご
み
の
減
量
か
ら

　
　
地
球
温
暖
化
防
止
へ

ご
み
の
減
量
か
ら

　
　
地
球
温
暖
化
防
止
へ

『
資
源
ご
み
集
団

　
　
　
回
収
助
成
金
制
度
』

年　度 集団回収 リサイクル率
ごみ処理量
合　　　計

資源くん
（生ごみ）

資源ごみ
（缶/瓶/ペット）

燃やせるごみ
燃やせないごみ

15年度

16年度

17年度

18年度

7,570㌧

6,028㌧

5,754㌧

5,556㌧

5,865㌧

4,074㌧

3,752㌧

3,534㌧

1,262㌧

1,254㌧

1,252㌧

1,248㌧

145㌧

236㌧

221㌧

184㌧

298㌧

464㌧

529㌧

590㌧

23.3％

32.4％

34.8％

36.4％

こまってるんです…

良い堆肥を

作るには水切

りが大切です

犬
の
散
歩
は

　
　
　
大
切
で
す
が
…

　
ち
ゃ
ん
と
袋
を

　
　
　
持
っ
て
い
ま
す
か
？
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●
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●
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●
●
●
●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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●
●
●
●
●
●
●
●
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こんな取り組み知ってますか?
リサイクルプラザの家具リサイクル

　西いぶり広域連合のリサイクルプラザ

では、みなさんの家庭で不要となり提供

いただいた家具を補修し、再びみなさん

に提供する「家具のリサイクル」を行っ

ています。

　タンスや学習机などの簡単に補修でき

るものが対象です。

まだまだ立派に使えるものがたくさんあ

ります。一度ご覧になってみませんか。

※不用となった家具の回収は役場で行い

　ますので、生活環境課まで問合せくだ

さい。



の
出
店
で
は
、
サ
ミ
ッ
ト
弁
当
を
発

売
。
蒸
し
ウ
ニ
が
い
っ
ぱ
い
の
弁
当

は
、
大
好
評
で
、
用
意
し
た
３
６
０

食
を
ほ
ぼ
完
売
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
同
弁
当
は
道
の
駅
あ
ぷ

た
で
１
個
１
２
０
０
円
で
販
売
し
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
も
一
度
食

べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

な
お
７
月
７
日
、
８
日
に
は
、
札

幌
で
も
同
実
行
員
会
が
主
催
し
て
、

「
胆
振
・
サ
ミ
ッ
ト
ア
ピ
ー
ル
」
を

開
き
、
当
町
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
も
ち
つ
き
ば
や
し
を
披
露
し
ま

し
た
。

6

年
７
月
の
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
開
催
を
盛
り
上
げ
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
胆
振
地
域
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
す
る
「
魅
力
発
信
と
う
や
！
い
ぶ

り
フ
ェ
ア
」
が
、
８
月
11
日
、
12
日

の
両
日
洞
爺
湖
温
泉
街
で
催
さ
れ
ま

し
た
。

主
催
は
、
い
ぶ
り
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
で
、
洞
爺
湖
町
、
伊
達
市
、
豊

浦
町
、
壮
瞥
町
な
ど
胆
振
11
市
町
と

胆
振
支
庁
で
結
成
。
子
ど
も
達
や
家

族
連
れ
な
ど
で
、
終
日
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

駅
前
桟
橋
前
の
広
場
に
作
ら
れ
た

体
験
広
場
で
は
、
「
む
し
む
し
自
然

体
験
ス
ク
エ
ア
」
（
洞
爺
湖
町
）
、

「
藍
染
め
体
験
ス
ク
エ
ア
」
・
「
縄

文
体
験
ス
ク
エ
ア
」
（
伊
達
市
）
、

「
も
の
づ
く
り
ス
ク
エ
ア
（
ボ
ル
タ

作
成
）」（
室
蘭
市
）、「
科
学
実
験
ス

ク
エ
ア
」
（
苫
小
牧
市
）
、
「
ち
ょ
っ

と
木
づ
か
い
ス
ク
エ
ア
」
（
胆
振
支

庁
）
な
ど
の
体
験
ブ
ー
ス
や
「
魅
力

発
信
と
う
や
　
い
ぶ
り
フ
ェ
ア
臨
時

郵
便
局
」
が
設
置
さ
れ
、
各
ブ
ー
ス

で
は
夏
休
み
の
思
い
出
作
り
に
と
、

小
学
生
ら
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

温
泉
街
で
は
、
空
き
店
舗
を
利
用

し
て
、
洞
爺
湖
町
、
登
別
市
、
伊
達

市
、
豊
浦
町
、
壮
瞥
町
が
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
特
産
品
な
ど
を

試
食
販
売
し
、
大
い
に
ま
ち
を
ア
ピ

来

ー
ル
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
丸
鮮
市

場
な
ど
が
加
わ
り
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
も
行
な
わ
れ
、
参
加
し
た
子
ど
も

ら
は
、
楽
し
げ
に
各
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ

ッ
プ
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
当
町

胆胆振振地地域域のの
魅魅力力ＰＰＲＲ

「「「「魅魅魅魅力力力力発発発発信信信信ととととううううやややや！！！！

いいいいぶぶぶぶりりりりフフフフェェェェアアアア」」」」開開開開くくくく

北海道洞爺湖サミットまでの主な日程

・アジア太平洋経済協力会議 (ＡＰＥＣ) 首脳

会議【オーストラリア】

・国連ハイレベル会議【アメリカ】

・主要排出国会合　　【アメリカ】

・気候変動枠組み条約締約国会議【インドネシア】

・京都議定書の約束期間開始（12年まで）

・気候変動に関する閣僚対話（千葉市）

・開発相会合（東京都）

・労働相会合（新潟市）

・環境相会合（神戸市）

・アフリカ開発会議（横浜市）

・エネルギー相会合（青森市）

・内務、司法相会合（東京都）

・財務相会合（大阪市）

・外相会合（京都市）

◎北海道洞爺湖サミット

２００７年

９月8日～9日

９月24日　　　　

秋

12月３～14日

２００８年

１月１日　　　　

３月14～16日　

４月　前半　　　　

５月11～13日　

25～17日　

28～30日　

６月　前半　　　　

11～13日　

13～14日　

26～27日　

７月 ７～９日

札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」札幌で開かれた「胆振・サミットアピール」

「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」「むしむし自然体験スクエア」



泊
３
日
の
日
程
で
当
町
を
訪
れ
ま
し

た
。訪

問
団
は
、
箱
根
の
中
学
生
８
人

と
引
率
者
３
人
の
合
計
11
人
。

午
後
に
到
着
し
た
一
行
を
向
か
え

て
歓
迎
式
が
行
わ
れ
、
箱
根
明
星
中

の
遠
藤
慶
二
郎
君
が
「
洞
爺
湖
町
の

素
晴
ら
し
さ
を
知
り
、
よ
い
思
い
出

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

一
行
は
、
金
比
羅
火
口
災
害
遺
構

見
学
や
洞
爺
湖
の
湖
上
遊
覧
、
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
会
場
に
な
る

ザ
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル
洞
爺
の
見

学
な
ど
を
行
い
、
友
情
を
深
め
箱
根

町
に
戻
り
ま
し
た
。

妹
都
市
と
友
好
都
市
と
し
て
交

流
を
深
め
て
い
る
、
箱
根
町
と

三
豊
市
か
ら
生
徒
、
児
童
ら
が
当
町

を
訪
れ
、
地
元
生
徒
ら
と
絆
を
深
め

ま
し
た
。

三
豊
市
か
ら
は
、
「
第
14
回
ふ
る

さ
と
・
ふ
れ
あ
い
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー

ツ
ア
ー
」
で
、
児
童
11
人
、
引
率
者

３
人
の
合
計
14
人
が
来
町
。

７
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
の
３
泊

４
日
の
日
程
で
、西
山
火
口
の
散
策
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
見

学
や
カ
ヌ
ー
体
験
や
じ
ゃ
が
い
も
堀

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
を

体
験
し
ま
し
た
。

一
方
箱
根
町
の
「
中
学
生
親
善
訪

問
使
節
団
」
も
、
８
月
１
日
か
ら
２

7

月
27
日
、
「
２
０
０
８
北
海
道

洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
決
定

第
４
回
と
う
や
湖
町
花
和
収
穫
ま
つ

り
」
が
、
サ
ミ
ッ
ト
会
場
の
麓
レ
ー

ク
ヒ
ル
フ
ァ
ー
ム
特
設
会
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

残
暑
が
厳
し
い
中
、
町
民
や
行
楽

客
な
ど
延
べ
１
、０
０
０
人
以
上
が
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
、
楽
し
い
１

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
牛
乳
早
飲
み
大
会
、
ピ

ー
マ
ン
ば
ら
ま
き
、
セ
ロ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
な
ど
趣
向
凝
ら
し
た
企
画
に
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
野
菜
詰
め
放
題

で
は
、
目
当
て
の
野
菜
の
大
争
奪
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

収
穫
ま
つ
り
の
目
玉
企
画
と
し
て

す
っ
か
り
定
着
し
た
牧
草
ロ
ー
ル
大

会
で
は
、
子
ど
も
用
約
１
５
０
o
、

大
人
用
約
５
０
０
o
の
牧
草
ロ
ー
ル

を
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
３
人
が
が
り

で
転
が
し
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し

た
。会

場
に
は
、
花
和
産
の
野
菜
な
ど

も
格
安
で
販
売
さ
れ
、
安
く
て
、
新

鮮
で
安
全
な
野
菜
に
、
来
場
者
も
足

を
止
め
て
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

たべて
、参加して、もらった

第4
回花和収穫まつり開く

８

姉
箱
根
町
　
三
豊
市
の
生
徒
児
童
ら

当
町
を
訪
問
し
交
流
を
深
め
る

袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題袋いっぱい入れる野菜詰め放題

じゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童らじゃがいも掘りを体験する三豊市の児童ら

町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生町職員に出迎えられる箱根町の中学生



　
　�

月
31
日
、
な
な
か
ま
ど
の
会
（
坂

　
　
井
千
枝
会
長
）
の
メ
ン
バ
ー
が
、

清
水
の
幸
楽
園
を
訪
れ
、
恒
例
に
な

っ
て
い
る
タ
オ
ル
の
寄
贈
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
訪
問
は
、
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ

ス
ト
洞
爺
湖
の
時
か
ら
続
け
ら
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
坂
井
会
長
と
越
後
さ
ん

が
、
同
施
設
を
訪
れ
、
タ
オ
ル
や
バ

ス
タ
オ
ル
約
２
０
０
本
を
、
代
表
者

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
施
設
と
っ
て
も
、
タ
オ
ル
な
ど
は

利
用
頻
度
が
高
く
、
重
宝
さ
れ
て
い

ま
す
。

７

　
　�

月
３
日
洞
爺
湖
温
泉
の
洞
爺
協

　
　
会
病
院
跡
に
造
ら
れ
て
い
た
、

噴
水
広
場
が
完
成
し
、
関
係
者
約
50

人
が
集
り
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

　
同
広
場
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
18
年
度
に

着
手
。
噴
水
、
フ
ジ
棚
、
複
合
遊
具
、

ト
イ
レ
、
駐
車
場
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

そ
の
ほ
か
花
壇
や
中
木
約
４
０
０
本

も
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
の

中
、
オ
ー
プ
ン
の
式
典
が
開
か
れ
、

噴
水
設
置
に
対
し
て
寄
付
を
い
た
だ

い
た
札
幌
市
在
住
の
紅
粉
和
子
さ
ん

が
始
動
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
、
水
が
湧

き
出
る
と
、
出
席
者
か
ら
拍
手
が
沸

き
起
り
ま
し
た
。

　
　
月
28
日
、
29
日
の
２
日
間
に
亘

　
　
っ
て
、
洞
爺
湖
温
泉
で
第
52
回

北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
全
道
大

会
（
主
催
北
海
道
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
）
が
開
か
れ
、
全
道
各
地
か
ら
障

害
者
の
方
や
関
係
者
な
ど
約
１
，
０

０
０
人
の
方
が
集
ま
り
、「
障
害
者
自

立
支
援
法
」
を
は
じ
め
障
害
者
の
皆

さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
論

議
を
深
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
洞
爺
湖
町
の
フ
ラ
ワ
ー

ビ
ー
ン
ズ
の
合
唱
か
ら
開
会
式
が
ス

タ
ー
ト
。そ
の
後
洞
爺
湖
温
泉
の
ホ
テ

ル
な
ど
を
会
場
に
し
て
、
テ
ー
マ
ご

と
に
11
の
分
科
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
弁
護
士
の
高
野
範
城

氏
の
講
演
が
行
わ
れ
、
最
後
に
「
（
課

題
解
決
の
た
め
に
）
私
た
ち
会
員
が

先
頭
に
立
っ
て
い
き
ま
す
」
と
い
う

大
会
決
議
を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。

　
　�

爺
地
区
の
夏
休
み
の
子
ど
も
祭

　
　
り
と
し
て
続
い
て
い
る
「
と
う

や
子
ど
も
共
和
国
」
が
、
今
年
も
８

月
７
日
、
洞
爺
総
合
支
所
前
の
駐
車

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
人
気
の
流
し
冷
麦
に
は
、
多
く
の

子
供
ら
が
集
ま
り
、
口
い
っ
ぱ
い
に

ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
「
た
こ
焼
き
と
豆
大
福
を
い

っ
ぱ
い
食
べ
た
い
」
「
メ
イ
ク
ア
ッ

プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
な
り
た
い
」
な

ど
思
い
思
い
の
願
い
を
書
い
た
短
冊

を
飾
る
七
夕
飾
り
コ
ン
テ
ス
ト
も
行

わ
れ
、
し
ら
か
ば
会
、
６
町
内
子
ど

も
会
、
香
川
子
ど
も
会
が
、
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
横
山
実
行
委
員
長
が
「
体

に
気
を
つ
け
て
、
元
気
に
始
業
式
を

迎
え
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
し
、
お

祭
り
を
終
了
し
ま
し
た
。�

ななかまどの会
タオルをお年寄りにプレゼント

洞爺湖温泉で第52回北海道手を
つなぐ育成会全道大会開催

洞爺協会病院跡に
噴水広場オープン

子ども共和国開く
流し冷麦で夏満喫

8

７

８洞

タオルを寄贈する坂井会長（右）タオルを寄贈する坂井会長（右）分科会で発表する参加者分科会で発表する参加者

缶詰のみかんを狙う子供ら缶詰のみかんを狙う子供ら 花束を受ける紅粉和子さん花束を受ける紅粉和子さん



ン
企
画
「
仮
装
盆
踊
り
大
会
」
が
８

月
15
日
、
洞
爺
湖
汽
船
本
社
前
特
設

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
７
チ
ー
ム
総
勢
29
人
が

参
加
。
桃
太
郎
に
扮
し
た
り
、
来
年

の
サ
ミ
ッ
ト
を
意
識
し
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
な
ど
趣
向
凝
ら
し
た
衣
装
や

踊
り
で
、
地
元
住
民
や
観
光
客
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
、
洞
爺
湖
温
泉
で
踊
り
の

教
室
を
開
い
て
い
る
花
柳
十
紫
彬
衛

さ
ん
と
お
弟
子
さ
ん
の
チ
ー
ム
「
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
歓
迎
」
が
、
艶
や
か

な
サ
ミ
ッ
ト
衣
装
で
、
昨
年
に
続
い

て
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。
　
　

　
　�

育
委
員
会
が
主
催
す
る
と
う
や

　
　
こ
子
ど
も
自
然
体
験
が
、
８
月

９
日
か
ら
11
日
ま
で
、
ネ
イ
パ
ル
洞

爺
で
行
わ
れ
、
34
人
が
参
加
し
、
夏

休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し

た
。

　
初
日
は
、
八
雲
町
の
噴
火
湾
パ
ノ

ラ
マ
パ
ー
ク
に
寄
っ
て
、
会
場
入
り
。

夜
に
は
洞
爺
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、

天
野
さ
ん
、
岩
倉
さ
ん
か
ら
昔
の
話

を
聞
き
ま
し
た
。

　
次
の
日
は
、
火
お
こ
し
体
験
、
ハ

イ
ン
キ
ン
グ
や
イ
カ
ダ
遊
び
な
ど
、

自
然
の
中
で
遊
び
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
は
、
洞
爺
湖
温
泉
で
開
か

れ
て
い
た
「
と
う
や
！
い
ぶ
り
フ
ェ

ア
」
を
見
学
し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
し
た
り
、
体
験
ブ
ー
ス
で
い

ろ
ん
な
体
験
に
挑
戦
し
、
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。

　
　�

前
薬
師
如
来
奉
賛
会
（
朝
倉
英

　
　
隆
会
長
）
が
主
催
し
て
、「
薬
師

の
日
湯
ま
つ
り
」
が
８
月
８
日
の
「
薬

師
の
日
」
に
、
洞
爺
湖
温
泉
の
ポ
ケ

ッ
ト
パ
ー
ク
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
午
後
３
時
か
ら
開
か
れ
た
湯
前
薬

師
如
来
祈
願
法
要
祭
で
は
、
約
30
人

が
参
列
。
朝
倉
会
長
が
「
来
年
は
サ

ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
ま
す
の
で
、
お
薬

師
さ
ん
に
守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間
お
参
り
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
、
温
泉
の
繁
栄
と
安
全
を

全
員
で
祈
願
し
ま
し
た
。

　
同
パ
ー
ク
内
で
は
、
焼
き
鳥
や
ビ

ー
ル
の
出
店
も
並
び
、
祭
り
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
夕
方
か
ら
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
大

ビ
ン
ゴ
大
会
も
行
わ
れ
、
夏
の
一
夜

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
墨
画
と
違
う
ジ
ャ
ン
ル
と
の
コ

　
　
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
書

画
の
国
際
展
（
主
催
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国
際
芸

術
文
化
協
会
）
が
、
８
月
19
日
洞
爺

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
約
60
人

の
来
場
者
は
、
目
の
前
で
描
か
れ
る

水
墨
画
や
水
彩
画
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
行
わ
れ
た
の
は
、
書
と
詩

吟
、
水
彩
画
と
ピ
ア
ノ
、
水
墨
画
と

ピ
ア
ノ
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
ピ

ア
ノ
演
奏
に
合
わ
せ
即
興
で
描
か
れ

て
い
く
水
墨
画
や
水
彩
画
に
来
場
者

は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
三
富
一
風
氏
の
講
話
や

書
画
の
講
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。��

温泉の繁栄を祈り
薬師の日湯まつり開く

体験いっぱいの
「とうやこ子ども自然体験」実施

夏祭り仮装盆踊り大会
奇抜な衣装やメイクで盛り上がる

ピアノとの即興パーフォーマンスを堪能
書画の国際展

9

　
　
月
21
日
か
ら
１
カ
月
間
行
わ
れ

　
　
た
洞
爺
湖
温
泉
夏
祭
り
の
メ
イ

7

湯教

水

来場者の前でパフォーマンスする髙尾桂さん来場者の前でパフォーマンスする髙尾桂さん 話題のサミットをテーマに優勝した「洞爺湖サミット歓迎」チーム話題のサミットをテーマに優勝した「洞爺湖サミット歓迎」チーム

鏡割りで繁栄祈願鏡割りで繁栄祈願イカダ遊びを楽しむ子どもらイカダ遊びを楽しむ子どもら
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山
門
に
立
ち
つ
く
し
読
む
今
日
の
法
話
戒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
素
直
に
拝
礼
し
去
る
　
　
　
　
　
室
野
　
晃
慶

嫁
し
し
娘
ら
夏
の
休
み
に
帰
り
来
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
何
を
語
る
か
夜
の
更
け
る
ま
で
　
北
島
　
加
代

あ
ぢ
さ
い
の
藍
の
花
群
く
ぐ
り
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狭
庭
に
ま
ぐ
は
ふ
白
き
蝶
蝶
　
　
大
西
　
芳
子

永
遠
に
親
は
生
き
ゐ
る
錯
覚
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
の
生
命
の
尽
き
る
と
思
は
ず
　
赤
塚
　
瑛
子

通
る
た
び
鎖
い
っ
ぱ
い
吠
ゆ
る
犬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猛
暑
つ
づ
き
で
木
陰
に
ね
む
る
　
太
田
　
　
智

点
滴
の
あ
と
も
痛
ま
し
く
眠
り
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
の
姿
幼
子
に
う
つ
る
　
　
　
　
元
田
フ
ジ
子

夏
の
夜
は
青
田
に
蛙
の
合
唱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
夜
も
す
が
ら
な
る
遠
き
ふ
る
里
　
山
木
　
　
孝

娘
の
家
は
霧
の
釧
路
よ
幣
舞
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
を
渡
り
て
街
中
を
巡
る
　
　
　
中
野
　
イ
マ

語
り
つ
ぎ
書
き
お
き
ゆ
か
む
戦
争
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
き
あ
の
日
の
終
戦
悲
話
を
　
大
久
保
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
八
月
定
例
会

盆
菓
子
の
華
や
ぐ
店
内
客
ま
ば
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修

籠
枕
仮
寝
の
夢
の
に
げ
や
す
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子

か
き
氷
気
兼
の
い
ら
ぬ
者
同
志
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子

か
き
氷
崩
し
て
戦
後
遠
く
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子

風
鈴
や
透
く
ま
で
洗
ふ
貝
の
紐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子

祭
り
き
て
姑
嫁
よ
り
化
粧
濃
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇

泣
き
止
ま
ぬ
嬰
児
の
汗
の
乳
臭
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔

か
き
ま
ぜ
る
音
も
い
っ
し
ょ
に
か
き
氷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
井
　
み
え

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
八
月
定
例
会

ぬ
さ
ま
い

は
な

か
ご
ま
く
ら

き  

が
ね

く
ず

す

あ
か
ご

永久の平和を願い
虻田地区戦没者
追悼式を行う　国民年金保険料の納め忘れがあると、老後に受

取る年金が減額されたり、受けられなくなる場合

があります。また、生涯基礎年金や遺族年金につ

いても受けられなくなる場合があります。

　被保険者の皆様の年金権を確保するために、納

付期限が過ぎても保険料の納付が確認できない場

合に社会保険事務所の職員または社会保険事務所

が委託を行った者から、「お電話」より納付のご

案内を行っております。

　委託を受けた者は、国家公務員と同様の守秘義

務が課せられており、必要な情報以外は閲覧でき

ないこととなっております。

　なお平成19年度においては、「株式会社オリエ

ントコーポレーション」がお電話による納付のご

案内を行っております。

　みなさまのプライバシー保護には万全の体制を

とっております。また、夜間・休日にもお電話を

おかけしていますので、ご理解とご協力をお願い

致します。

　室蘭社会保険事務所　☎0143‐24‐7101

　
　
成
19
年
度
虻
田
地
区
戦
没
者
追

　
　
悼
式
が
、
８
月
７
日
雨
も
ち
ら

つ
く
中
、
約
70
人
の
遺
族
や
関
係
者

が
参
列
し
、
青
葉
忠
魂
碑
前
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
全
員
黙
祷
の
後
、
長
崎

良
夫
町
長
が「
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ

る
ほ
ど
町
は
大
き
く
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
遺
族
は
も
と

よ
り
ふ
る
さ
と
に
も
ご
加
護
を
賜
り

ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
北
海
道
、
洞
爺
湖
町
議

会
議
長
、
北
海
道
連
合
遺
族
会
、
洞

爺
湖
町
遺
族
会
会
長
が
１
９
２
人
の

戦
没
者
に
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
、
参

列
者
全
員
が
菊
の
花
を
捧
げ
戦
没
者

の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

平

テレマーケティングについて
国民年金保険料納付のご案内
をしています

菊の花を捧げる遺族の皆さん菊の花を捧げる遺族の皆さん
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で
話
を
し
な
い
と
通
じ
ま
せ
ん
が
、

現
在
も
家
の
周
り
の
草
取
り
や
日
課

の
体
操
は
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
て
、

昨
年
ま
で
は
、
畑
仕
事
も
し
て
い
た

と
の
こ
と
で
す
。

　
健
康
管
理
に
も
、
気
を
つ
け
て
い

て
、
牛
乳
と
養
命
酒
は
毎
日
欠
か
し

ま
せ
ん
。

　
奥
さ
ん
に
早
く
先
立
た
れ
一
人
暮

ら
し
が
長
か
っ
た
せ
い
か
、
今
で
も

「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や

る
」
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
て
、
裁

縫
な
ど
も
す
る
そ
う
で
す
。

　
楽
し
み
は
、
水
戸
黄
門
と
相
撲
の

テ
レ
ビ
中
継
。

　
今
ま
で
を
振
返
り
、富
一
さ
ん
は
、

「
若
い
時
は
多
少
苦
労
し
た
が
、
悔

い
が
な
い
い
い
人
生
」
だ
と
満
足
そ

う
に
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
ー
リ
・
ハ
ロ
ッ
ク
さ
ん
が
、
新

　
　
し
い
英
語
指
導
助
手
と
し
て
、

ハ
イ
デ
ィ
さ
ん
に
替
わ
っ
て
赴
任
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
イ
ン
デ
ィ
ア

ナ
州
か
ら
来
ま
し
た
。
町
で
見
か
け

た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
、

―
―
―
　
洞
爺
湖
町
の
印
象
は
ど
う

で
す
か
。

　
町
が
本
当
に
き
れ
い
で
す
。
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
は
山
も
海
も
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
海
も
山
も
あ
っ
て
と
っ
て

も
嬉
し
い
で
す
。

―
―
―
　
日
本
食
で
好
き
な
も
の
は

な
ん
で
す
か
。

　
ご
は
ん
が
大
好
き
で
す
。
そ
の
ほ

か
て
ん
ぷ
ら
、
寿
司
も
大
好
き
。

―
―
―
　
で
は
嫌
い
な
日
本
食
は
。

　
イ
カ
そ
れ
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
の
漬
物

が
ダ
メ
で
す
。

―
―
―
　
趣
味
は
何
で
す
か
。

　
歌
を
歌
う
こ
と
。
ハ
イ
キ
ン
グ
。

読
書
。

―
―
―
　
こ
れ
か
ら
洞
爺
湖
町
で
や

っ
て
み
た
い
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
洞
爺
湖
の
上
の
ほ
う
か
ら
花
火
を

見
た
い
。
カ
ラ
オ
ケ
に
も
行
き
た
い

で
す
。

―
―
―
　
将
来
就
き
た
い
仕
事
は
何

で
す
か
。

　
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
、
弁
護
士
に

な
り
た
い
で
す
。

　
三
上
ス
エ
さ
ん
は
、
明
治
40
年
11

月
13
日
生
ま
れ
の
99
歳
。
こ
れ
か
ら

今
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎
え
る
女

性
は
４
人
い
て
、
三
上
さ
ん
は
そ
の

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
。

　
現
在
は
、
息
子
の
輝
男
さ
ん
家
族

と
同
居
し
て
い
ま
す
。

　
間
も
な
く
１
０
０
歳
に
な
る
ス
エ

さ
ん
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
足
腰
が
し

っ
か
り
し
て
い
て
、
今
も
ほ
と
ん
ど

毎
日
畑
に
行
き
野
菜
作
り
に
励
ん
で

い
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ
も

自
分
で
歩
い
て
行
っ
て
、
帰
り
に
は

農
協
に
寄
っ
て
買
物
を
し
て
く
る
の

が
決
ま
り
ご
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
視
力
も
し
っ
か
り
し
て
い
て
、
新

聞
は
隅
々
ま
で
読
む
の
が
日
課
の
一

つ
で
す
。

　
「
特
に
楽
し
み
も
な
い
」
と
無
欲

に
お
し
ゃ
っ
た
ス
エ
さ
ん
で
す
が
、

輝
男
さ
ん
の
話
で
は
、
週
２
回
の
デ

ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
お
気
に
入
り
。

　
特
別
健
康
に
気
を
つ
け
て
い
る
こ

と
も
な
い
そ
う
で
す
が
、
３
食
き
ち

ん
と
食
べ
、
畑
で
体
を
動
か
し
て
い

る
の
が
、
現
在
の
唯
一
の
健
康
法
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
渡
邊
富
一
さ
ん
は
、
明
治
44
年
１

月
10
日
生
ま
れ
の
96
歳
。
町
内
の
男

性
長
寿
第
３
位
で
す
が
、
自
宅
に
い

る
方
で
は
最
高
齢
で
す
。

　
現
在
は
息
子
の
富
男
さ
ん
家
族
と

同
居
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
耳
が
遠
い
の
で
、
少
し
大
き
な
声

　
　
月
17
日
は
敬
老
の
日
で
す
。
町

　
　
内
に
も
元
気
に
自
宅
で
過
ご
し

て
い
る
お
年
寄
り
が
多
く
い
ま
す
。

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
１

世
紀
に
亘
り
人
生
を
歩
ん
で
き
た
達

人
二
人
に
お
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た

の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

コ

９

渡邊富一さん
（虻４区）

三上スエさん
（虻１区）

コーリ・
ハロックさん

新
し
い
英
語
指
導
助
手
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
赴
任
し
ま
し
た

新
し
い
英
語
指
導
助
手
さ
ん
が

　
　
　
　
　
　
赴
任
し
ま
し
た

人生の達人

にきく

人生の達人

にきく

9月1
7日
敬老の日敬老の日

親子で楽しく粘土遊び
　親子で楽しいひとときを過ごそ
うと、洞爺湖町子育て支援センタ
ーでは、毎月違った遊びを企画し
て、「親子ふれあい遊び」を開い
ています。
　８月10日には、健康福祉セン
ターさわやかで、小麦粉ねんどを
使った遊びが行われ、12組27人
の親子が参加しました。
　子供らは、手を真っ白くして楽
しげに粘土をこねていました。
　これからも、毎月１回催されま
すので、ぜひ参加してみてくださ
い。
　詳しくは、洞爺湖町子育て支援
センター（　76－2008）へ。

ねんどで遊ぶ親子ねんどで遊ぶ親子



風
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
風

水
害
は
、
毎
年
の
よ
う
に
各
地

で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、
局
地
的
な

突
風
を
伴
う
竜
巻
に
よ
る
被
害
も
発

生
し
て
い
ま
す
。

強
い
風
や
大
雨
な
ど
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
る
災
害
に
は
、
洪
水
、
土

砂
災
害
、
高
潮
、
高
波
及
び
突
風
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
洪
水
は
、
主
に
大

雨
に
よ
っ
て
河
川
が
あ
ふ
れ
、
堤
防

の
決
壊
な
ど
に
よ
り
水
が
沿
岸
地
に

流
れ
出
て
被
害
を
与
え
る
も
の
で

す
。
ま
た
土
砂
災
害
は
、
大
雨
に
よ

っ
て
地
盤

が
緩
ん
だ

こ
と
に
よ

り
、
が
け

崩
れ
や
地

す
べ
り
、

土
石
流
な
ど
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

高
潮
に
つ
い
て
は
、
台
風
な
ど
に
よ

っ
て
海
面
が
普
段
以
上
に
大
き
く
持

ち
上
げ
ら
れ
、
沿
岸
に
押
し
寄
せ
る

も
の
で
す
。

こ
う
し
た
風
水
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
家
庭
に

お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
窓
や
雨
戸

の
補
強
を
す
る
、
非
常
用
品
を
揃
え

て
お
く
、
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お

く
な
ど
の
ほ
か
、
常
に
台
風
や
大
雨

に
関
す
る
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
時
に
は
、

防
災
関
係
機
関
の
み
で
の
初
動
体
制

が
不
十
分
と
な
る
場
合
が
想
定
さ
れ

ま
す
の
で
、
地
域
の
人
々
と
連
帯
感

を
持
ち
な
が
ら
自
主
的
な
防
災
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。

12

爺
湖
町
入
江
４
区
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
（
高
木
明
美
会
長
）
は
８

月
４
日
（
土
）
、
1
ウ
ロ
コ
虻
田
店

と
Ａ
コ
ー
プ
と
う
や
湖
本
店
の
二
カ

所
で
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
被
災

し
た
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
仲
間
の
災

害
復
旧
活
動
を
支
援
し
、
激
励
し
よ

う
と
、
店
舗
内
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
２
０
０
０
年
有
珠
山

噴
火
の
際
、
全
国
の
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
の
仲
間
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け

た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
返
礼
の
意
味

を
含
め
て
、
当
日
は
10
名
の
ク
ラ
ブ

員
が
参
加
し
、
営
業
開
始
時
間
か
ら

夕
方
近
く
ま
で
協
力
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。
結
果
、
災
害
支
援
金
４
４
、

６
５
５
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

８
月
９
日
に
は
、
洞
爺
湖
消
防
署

で
、
災
害
支
援
金
の
送
達
式
が
行
わ

れ
、
高
木
会
長
を
始
め
と
す
る
役
員

が
出
席
し
、
大
場
優
予
防
課
長
に
見

舞
金
を
寄
託
し
ま
し
た
。

高
木
会
長
は
「
募
金
活
動
を
通
し

て
快
く
募
金
を
し
て
頂
い
た
皆
様
に

感
謝
と
、
人
の
心
の
温
か
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
出
来
実
施
し
て
良
か
っ

た
」
と
募
金
活
動
を
振
り
返
り
、
一

日
も
早
い
復
興
を
願
っ
て
い
ま
し

た
。な

お
こ
の
善
意
は
、
消
防
署
か
ら

「
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
」
に
送

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

風
水
害
に
対
す
る
そ
な
え

大
型
食
料
品
店
で
中
越
沖
地

震
の
支
援
募
金
活
動
実
施

統
一
標
語
は

「
消
さ
な
い
で

あ
な
た
の
心
の
　
注
意
火
」

台

洞

洞爺湖消防署(176-2119)･温泉分署(173-1119)･洞爺支署(187-2119)･『火災･救急･救助119番』

月
４
日
に
亡
く
な
っ
た
旧

洞
爺
村
の
元
村
会
議
員
中

川
一
太
郎(

成
香)

さ
ん
に
旭
日

單
光
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
20
日
に
は
、
長
崎
良
夫

町
長
が
、
自
宅
を
訪
れ
、
ヒ
ロ

子
夫
人
に
賞
状
と
記
念
品
を
渡

し
、
生
前
を
偲
び
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
５

月
１
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
30

日
ま
で
３
期
12
年
旧
洞
爺
村
村

会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発

展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
農
業
委
員
会
委
員

を
、
10
期
30
年
務
め
、
そ
の
間

会
長
の
重
責
も
担
い
、
農
業
振

興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

成
香
の

故

中
川
一
太
郎
さ
ん

旭
日
單
光
章
受
章
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替
に
し
ま
せ
ん
か
、
う
っ
か
り
納
め

忘
れ
や
銀
行
に
行
く
手
間
が
は
ぶ
け

ま
す
。

お
申
し
込
み
は
、
国
保
の
窓
口
ま

た
は
金
融
機
関
で
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
。

口
座
番
号
（
預
金
通
帳
）
と
印
鑑

（
預
金
通
帳
に
使
用
し
て
い
る
）
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
医
療

係
（
1
７
４
―
３
０
０
２
）

13

在
お
使
い
の
被
保
険
者
証
の
有

効
期
限
は
、
９
月
30
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

次
の
と
お
り
被
保
険
者
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
会
場

で
新
し
い
被
保
険
者
証
と
交
換
し
て

く
だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
入
を
便
利
な
口
座
振

第
25
回
「
消
費
生
活
展
」

楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
!!

■
日
　
時
　
10
月
６
日
（
土
）

■
場
　
所
　
あ
ぶ
た
ふ
れ
合
い

セ
ン
タ
ー

容
は
例
年
の
よ
う
に
「
食
の
コ

ー
ナ
ー
」
「
リ
フ
ォ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
」
「
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
」

「
販
売
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

今
年
の
「
食
の
コ
ー
ナ
ー
」
は
カ

ボ
チ
ャ
料
理
。

カ
ボ
チ
ャ
、
ひ
じ
き
、
ア
ゲ
を
使

っ
て
、
簡
単
に
出
来
る
一
品
。

カ
ボ
チ
ャ
の
ス
ー
プ

カ
ボ
チ
ャ
の
ド
ー
ナ
ッ
ツ

「
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
で
素
敵
な
花
瓶
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

先
着
１
５
０
名
様
に
は
町
の
ゴ
ミ

袋
な
ど
が
入
っ
た
粗
品
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
後
日

発
行
さ
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
用
品
や
手
作
り
作
品

な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
気
軽
に
出
店
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

出
店
は
無
料
で
、
出
店
希
望
さ
れ

る
方
は
、
当
日
午
前
９
時
ま
で
に
直

接
会
場
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
今
年
は
、
会
員
で
買
い
物
の
と
き

に
利
用
で
き
る
「
手
作
り
マ
イ
バ
ッ

ク
」を
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ま
の
中
で
「
手
作
り
マ
イ
バ

ッ
ク
」
を
お
持
ち
の
方
・
作
ら
れ
て

い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
是
非
ご
一
緒

に
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

化
防
止
剤
、
合
成
保
存
料
等
を

一
切
使
用
し
て
い
な
い
三
陸
名

産
品
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

煮
　
　
干
　
３
０
０
ｇ
　
６
０
０
円

花
か
つ
お
　
　
７
５
ｇ
　
３
０
０
円

長
ひ
じ
き
　
　
７
５
ｇ
　
４
０
０
円

毎
月
20
日
を
締
切
り
と
し
、
30
日

に
受
け
渡
し
ま
す
。

虻
田
　
佐
々
木
宅
　
1
76
―
４
５
８
９

温
泉
　
岡

村

宅

1
75
―
２
７
０
４

役
場
　
産

業

課

1
74
―
３
０
０
５

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

更
新
の
お
知
ら
せ

保
険
税
口
座
振
替
の

お
す
す
め

現

酸 消
費
者
連
絡
会
の

お
す
す
め
品

「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

出
店
募
集
!!

〈虻田地区〉

〈洞爺地区〉

月　日

9月25日(火)

9月26日(水)

9月27日(木)

9月28日(金)

時　　間

9：00～17：30

13：30～14：30

10：30～11：30

15：00～16：00

16：30～17：30

9：30～10：30

13：30～14：30

15：00～16：00

16：30～17：30

10：00～16：00

16：30～17：30

16：30～17：30

会　　　場

月　日 時　　間 会　　　場

洞爺湖町役場

9月26日(水)

9月26日(水)

9月27日(木)

9：00～17：30

11：00～14：00

洞爺総合支所（洞爺町、財田、
川東、岩屋、旭浦地区の方）

農業研修センターアグリ館と
れた（成香、香川、大原、富
丘地区の方）

清水集会所

虻田ふれ合いセンター

本町生活館

洞爺湖町役場

あぶたコミュニティセンター

泉集会所

高砂集会所

入江集会所

洞爺湖温泉支所

月浦集会所

花和集会所

内●●●
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草
は
、
発
が
ん
性
物
質
で
あ
り
、

　
　
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
る
働
き
が

あ
る
な
ど
身
体
へ
の
害
が
あ
り
、
副

流
煙
が
ま
わ
り
の
人
に
も
害
を
与
え

る
も
の
と
い
う
こ
と
は
ご
存
知
と
思

い
ま
す
。

　
２
０
０
３
年
に
健
康
増
進
法
が
施

行
さ
れ
、
受
動
喫
煙
防
止
策
を
と
る

よ
う
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、

禁
煙
や
喫
煙
場
所
の
指
定
が
公
共
施

設
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
で
進
ん
で

い
ま
す
。

　
体
に
悪
い
こ
と
も
わ
か
っ
て
い
て
、

煙
草
を
吸
い
に
く
い
環
境
に
な
っ
て

も
、
そ
れ
で
も
煙
草
を
や
め
ら
れ
な

い
の
は
、
煙
草
の
魔
力
の
「
ニ
コ
チ

ン
依
存
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
煙
草
を
吸
う
こ
と
に
よ
り
、
脳
の

神
経
細
胞
に
快
や
不
快
な
ど
を
伝
え

る
物
質
（
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
な
ど
）

の
働
き
を
ニ
コ
チ
ン
が
代
わ
っ
て
す

る
よ
う
に
な
り
、
血
液
中
の
ニ
コ
チ

ン
濃
度
が
下
が
る
と
脳
が
煙
草
を
吸

う
よ
う
に
指
令
を
す
る
仕
組
み
が
出

来
て
し
ま
い
ニ
コ
チ
ン
を
絶
え
ず
補

給
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
煙
草
に
手
を
出
さ
な
い
の
が
一
番

煙

で
す
。

　
煙
草
も
吸
い
に
く
く
な
り
煙
草
を

や
め
た
い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
禁

煙
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

　
煙
草
が
生
活
の
中
心
で
あ
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
流
の
や
り
方
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
参
考
の
た
め
に
、
い
く

つ
か
の
工
夫
の
例
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

ニ
コ
チ
ン
代
替
療
法
（
ニ
コ
チ
ン
パ

ッ
チ
）
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
を
使
う
方

法
も
あ
り
ま
す
が
、
自
分
で
や
り
ぬ

く
と
い
う
意
識
が
必
要
で
す
。

　
①
口
寂
し
さ
に
対
し
て
は
冷
水
や

　
　
昆
布
、
ノ
ン
カ
ロ
リ
ー
ガ
ム
な

　
　
ど
の
飲
み
物
、
食
べ
物
で
対
応
。

　
②
散
歩
、
歯
み
が
き
、
深
呼
吸
な

　
　
ど
の
気
分
転
換
に
よ
り
喫
煙
要

　
　
求
を
一
時
忘
れ
る
。

　
③
飲
酒
の
席
を
避
け
る
な
ど
喫
煙

　
　
す
る
環
境
を
避
け
る
。

　
④
起
床
後
の
一
服
を
、
洗
顔
、
ウ

　
　
ォ
ー
キ
ン
グ
に
出
か
け
る
な
ど

　
　
喫
煙
に
つ
な
が
る
行
動
を
変
え

　
　
る
。

　
禁
煙
に
成
功
す
る
と
「
そ
う
い
え

ば
咳
が
減
っ
た
」
と
か
「
食
事
が
お

い
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
自

覚
さ
れ
、
さ
さ
や
か
な
幸
福
感
を
感

じ
る
こ
と
が
出
来
、
煙
草
に
関
わ
る

不
便
さ
か
ら
の
開
放
感
を
あ
じ
わ
う

こ
と
が
出
来
ま
す
。
さ
ら
に
自
分
の

決
意
を
や
り
遂
げ
た
と
い
う
達
成
感

は
何
に
も
変
え
が
た
い
も
の
で
す
。

保健師から

大　道　淑　恵

禁
煙
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

１．タール　「タールには発癌物質、毒性物質な

　どが含まれます」

　タールは、タバコに含まれる粒子分子のうち、

フィルターに茶色く付着する、いわゆるヤニのよ

うなべっとりしたものの総称です。

　ベンツピレンなどをはじめとして、100種類以

上の発癌物質やニコチンを含む粒子で、煙中では

エアロゾル状になっています。

２. 一酸化炭素(CO)　「一酸化炭素(CO)は動脈硬

　化を促進させる原因です」 

　COは、酸素に比べ200倍も強く酸素を運ぶ血

液中の成分であるヘモグロビンに結合し、身体に

酸素欠乏状態を引き起します。また、これ以外に

も血管壁や血小板を傷つけたり、肝臓でのコレス

タバコのミニ知識

三大成分：タール・一酸化炭素(CO)・

　　　　　ニコチンについて

テロールの代謝を阻害することにより、動脈硬化

を促進させるといわれています。

３．ニコチン　「タバコ依存の主役は、ニコチン

　です」

　ニコチンは“多幸感”と言われる精神作用を持

っています。これは、コカインなどの薬物と同様

の作用です。人がタバコを吸うのはその作用を欲

するためです。また、ニコチン毒性が強く、非常

に短時間に吸収されます。初めてタバコを吸った

時、フラッとしたり、気分が悪くなったりするの

は、ニコチンの急性毒性症状です。

　　　　　　　　　　　　（禁煙指導研究会から）
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え
ま
し
た
。
制
服
と
帽
子
に
は
、
手

提
げ
袋
と
お
揃
い
の
『
麦
の
葉
』
が

プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
お
り
、
と
て
も
可

愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
色
は
あ
す
な
ろ
の
イ
メ

ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
で
、

清
潔
感
の
あ
る
色
合
い
が
お
客
様
や

利
用
者
か
ら
も
好
評
で
す
。
利
用
者

も
新
し
い
制
服
を
着
用
し
、
気
分
も

一
新
、
暑
い
季
節
を
乗
り
切
ろ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
そ
ー
れ
は
、
お
盆
期
間
中
も

休
ま
ず
営
業
し
ま
し
た
。
８
月
11

日
か
ら
19
日
ま
で
、
『
一
日
一
品
セ

ー
ル
』
を
開
催
し
、
パ
ン
一
品
と
ア

イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を
半
額
に
て
提
供
し

ま
し
た
が
、
お
蔭
様
で
多
く
の
皆
様

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
大
好
評

で
し
た
。

今
後
も
月
に
一
度
の
割
合
で
、
パ

ン
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
す
る
予
定
で
い

ま
す
の
で
、是
非
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
夏
の
間
、
店
舗
前
で
は
テ
ー

ブ
ル
と
椅
子
を
設
置
し
、
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
ま

す
。
暑
い
日
に
、
冷
た
く
美

味
し
い
ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
を

喉
に
流
し
込
む
、
そ
ん
な
清

涼
感
を
味
わ
っ
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

今
ま
で
寄
付
・
寄
贈
品
を

頂
い
た
方
の
氏
名
を
掲
載
し

て
い
ま
し
た
が
、
友
愛
の
里

機
関
紙
『
友
愛
』
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
よ
り

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

今
回
は
通
所
授
産
施
設
あ
す
な
ろ
と
喫
茶
あ
る

そ
ー
れ
の
近
況
報
告
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

慰
労
金
を実

施
し
て

寄
付
・
寄
贈
品

月
14
日
、
あ
す
な
ろ
利
用
者
　

の
慰
労
会
を
実
施
し
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
と
焼
肉
を
行
い
ま
し
た
。

あ
す
な
ろ
か
ら
夕
陽
丘
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
ま
で
は
徒
歩
で
行
き
ま
し

た
。
初
め
は
利
用
者
か
ら
、
歩
い
て

現
地
ま
で
行
け
る
の
か
と
不
安
の
声

も
出
ま
し
た
が
、
歩
き
始
め
る
と
ペ

ー
ス
も
速
く
、
職
員
が
付
い
て
い
く

の
が
や
っ
と
の
状
態
で
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
は
青
い
空
の

下
、
思
い
っ
き
り
玉
を
打
ち
、
爽
快

な
気
分
を
味
わ
い
、
「
入

っ
た
」
「
ま
た
入
ら
な
か

っ
た
」
等
と
一
喜
一
憂

し
ま
し
た
。
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
で
体
を
動
か
し
、

空
腹
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
隣
の
歴
史
公
園
に

移
動
し
、
焼
肉
を
堪
能

し
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ

ン
ゴ
大
会
で
は
、
ス
イ

カ
丸
ご
と
一
個
か
ら
、

宴
会
用
の
変
装
グ
ッ
ズ

ま
で
、
様
々
な
景
品
が

用
意
さ
れ
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

慰
労
会
な
ど
の
行
事

を
実
施
す
る
度
に
、『
楽
し
か
っ
た
』

「
明
日
か
ら
も
頑
張
る
ぞ
」
と
い
う

利
用
者
の
声
を
直
接
聞
く
事
が
で

き
、
私
達
支
援
員
も
、
実
施
し
て
良

か
っ
た
と
、
心
か
ら
感
じ
ま
す
。
あ

す
な
ろ
で
は
、
こ
の
様
な
行
事
が
定

期
的
に
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
仕

事
の
励
み
に
し
て
い
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
楽
し
い
行
事

を
企
画
、
実
施
し
、
利
用
者
の
仕
事

へ
の
意
欲
に
つ
な
げ
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
そ
ー
れ
で
は
、
夏
の
販
売
に

向
け
て
、
新
し
く
制
服
と
帽
子
を
揃

制
服
が
新
し
く

な
り
ま
し
た

ああ
るる
そそ
ーー
れれ
かか
らら

夏
場
の
販
売
も
順
調

に
進
ん
で
い
ま
す

パークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さんパークゴルフで良い成績をおさめた皆さん

新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん新しい制服を着用した製パン班の皆さん

７

第
９
回

良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり良い成績ににっこり



22 16

新刊案内 あぶた読書の家
９月の休館日 13日・20日・27日

〈一　般〉▽裁判長！これで執行猶予は甘くないすっ

か？（北尾トロ）▽6時間後に君は死ぬ（高野和明）

▽長野殺人事件（内田康夫）▽41歳からの哲学（池田

晶子）▽カシオペアの丘で＜上・下＞（重松清）▽ま

さお君がくれたもの（ＭОＵＲa編）▽捨てる神より

拾う鬼（佐藤雅美）▽幽霊相続人（赤川次郎）▽ひと

り旅（吉村昭）

＜児童書＞▽小学館の図鑑NEO㉂地球▽新版ちきゅ

う大図鑑（世界文化社）▽わたしはあなたをあいして

います（宮西達也）▽帰ってきた船乗り人形（ルーマ

・ゴッデン／おびかわゆうこ訳）▽しつけ絵本シリー

ズ全10巻

＜一般＞▽女優二代鈴木光代と佐々木愛（大笹吉雄）

▽心豊かな四季ごよみ（吉沢久子）▽きみのためのバ

ラ（池澤夏樹）▽戦力外通告（藤田宜永）▽密命シリ

ーズ全17（佐伯泰英）▽作家の値段（出久根達郎）▽

夕凪の町　桜の国（こうの史代）▽きけ　わだつみの

こえ（日本戦没学生記念館）▽その死に方は迷惑です

（本田桂子）▽武士道（新渡戸稲造）

「紅の会 絵手紙展」

　ロビーを利用し、毎月１回、絵

画、写真、彫刻などの作品展を役

場庁舎で行っています。

　今月は、町内で絵手紙を描いて

いるグループの「紅の会」による

「紅の会　絵手紙展」を行います。

期間は、９月18日（火）～９月

28日（金）までの土・日曜・祝日

を除く、午前９時から午後６時ま

でです。18日は午後1時から展示

し、28日は午後4時で終了です。

催や募集要項は次のとおりです。

■開催日　11月3日（土）～5日（月）

■場　所　母と子の館（高砂町44）

■種　目　創作展示作品

■締切り　９月20日（木）まで。

■問合せ　夏目宅（☎76―1558）

■主　催　洞爺湖町文化団体協議

　　　　　会虻田支部

　※全体会議を開きますので、必ず

　参加ください。

平成19年度洞爺湖町
総合文化祭への出展募集

　総合文化祭の虻田支部展示部門

に、出展希望団体、サークル、個

人を募集いたします。文化祭の開

編み物教室 あむあむ

　ポシェット、バック、小物など

を手作りしてみませんか？

　モチーフ編みを利用して小物を

作りましょう。

■日　時　９月30日（日）・10月　

　　　　　７日（日）・８日（月）

■時　間　午後１時～午後３時30分

■場　所　文化交流会館

道州制について学んで
みませんか？

■募集人数　先着15名

               （締切り9月20日）�

■参加費　３００円（講師代含む）

■問合せ　大石宅（☎76－5018）

■主　催　洞爺湖レクリエーショ

　　　　　ンクラブ

■あぶた読書の家

■みずうみ読書の家

76-2100

75-4702

　洞爺湖ウイ

メンズネット

ワークでは、

道州制につい

て知りたい、

学んでみたいという皆さんを応援

するために、講習会を開催いたし

ますのでぜひご参加ください。

■日　時　９月28日（金）

■時　間　午後１時30分～

■場　所　洞爺湖町役場

　　　　　防災研修ホール

■入場料　無　料
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結核・肺がん検診のお知らせ結核・肺がん検診のお知らせ結核・肺がん検診のお知らせ
　近年、結核にかかる人の数は増加傾向にあり、特に以前肺の病気をし

たことのある人や高齢の方、タバコを多く吸う方などは新たにかかる可

能性が高いと言われています。

レントゲン検査では結核以外に呼吸器系の病気の発見にもなりますので、

ぜひこの機会に進んで検診を受け自分の健康をチェックしましょう。

●胸のレントゲンを撮るだけの簡単な検査です。気軽にお受けください。

●申込の必要はありませんので、直接会場へお越しください。

●19歳以上の町民の方を対象としており、料金は無料となっています。

◆虻田地区　

【注意事項】

健康福祉センターさわやか

入江集会所

文化センター　

大和旅館　

母と子の館

ＪＡとうや湖農協

清水集会所

洞爺湖町役場

泉公園団地集会所（泉公住内）

のぞみ団地集会所

月浦集会所

高砂集会所

ふれ合いセンター

健康福祉センターさわやか

泉集会所

あぶたコミュニティセンター

コスモス団地集会所

北海ホテル

本町４区生活館

ホームセンターＡ＆Ｙ 1号館

ウロコ

●当日会場にて問診票にご記入していただきます。メガネなど必要な方はお持ちください。
●健康手帳をお持ちの方はお持ちください。

疑問な点・不明な点がありましたら、健康福祉

センターまでお問い合わせください。

洞爺湖町健康福祉センターさわやか

　　　　　　　　　　　　　　７６－４００６

9：30～10：30

10：40～11：40

13：00～13：20

13：30～13：50

14：10～15：10

15：20～16：00

9：30～10：00

10：10～11：10

11：20～11：40

13：00～13：20

13：40～14：00

14：20～14：50

15：00～16：00

19：00～20：00

9：30～10：00

10：10～11：10

11：20～11：40

13：20～13：40

14：00～14：20

14：30～15：00

15：10～16：10

10月10日（水）

10月11日（木）

10月12日（金）

◆洞爺地区　

洞爺地区の方へ洞爺地区の方へ

喀痰検査について

香川コミニュティセンター

大原ふるさと会館

洞爺ふれ愛センター

財田集会所

曙会館

洞爺ふれ愛センター

洞爺総合センター

なるか愛郷の家

洞爺ふれ愛センター

10：15～11：45

13：00～14：30

14：45～16：45

9：00～10：30

10：45～11：45

17：00～19：00

9：00～11：30

13：00～14：30

14：45～16：00

10月17日（水）

10月18日（木）

10月19日（金）

　昨年度まで、問診票を事前に配布していましたが、今

年度より当日会場でご記入いただくことにいたしますの

で、よろしくお願いいたします。

　希望者、喫煙年数・本数の多い方が対象となり料

金は７００円かかります。検診当日容器を配布しま

すので３日分の痰を採取した後、引き換えに後日料

金を徴収致します。

　※洞爺湖町国民健康保険加入者、70歳以上の方、

　　生活保護世帯の方は無料となります



本
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度
第
３
回
目
の
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法
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ま
す
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で
、
財
産
、
家

族
、
生
活
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ラ
ブ
ル
な
ど
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悩

み
の
問
題
に
つ
い
て
、
お
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。
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。
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９
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。
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３
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２
７
２
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０
０
２
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す
。
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不
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。
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回
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金
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だ
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思
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。
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。
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０
２
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。
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ど
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。
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全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
法

務
省
人
権
擁
護
局
は
、
９
月
17
日

(

月)

か
ら
23
日
（
日
）
ま
で
を
全
国

一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110
番
強
化

週
間
」
と
定
め
ま
し
た
。
札
幌
人
権

擁
護
連
合
会
と
札
幌
法
務
局
は
、
い

じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
の
相
談
に

つ
い
て
電
話
で
応
じ
る
「
子
ど
も
の

人
権
110
番
」
特
設
電
話
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
９
月
17
日
（
月
）
〜
９
月
21
日

（
金
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

◆
９
月
22
日
（
土
）
〜
９
月
23
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
町
民
総

ぐ
る
み
黄
色
い
旗
の
波
運
動

〈
虻
田
地
区
〉

■
期
　
日

９
月
25
日（
雨
天
順
延
）

■
時
　
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
場
　
所

あ
ぶ
た
体
育
館
前
（
国
　

道
37
号
沿
い
）

■
問
合
せ

住
民
課
交
通
防
犯
係
　

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ

年
金
相
談
所
開
設

子
ど
も
人
権
110
番

特
設
電
話
相
談
所
開
設

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
町
民

総
ぐ
る
み
黄
色
い
旗
の
波
運
動

故橋浦秀雄さん
■７月３日死去
■81歳■遺族は
秀勝さん■清水区

故菖蒲宇太郎さ
ん■7月24日死
去■90歳■遺族
は香さん■入1区

故小林マツヨさん
■7月22日死去
■100歳■遺族は
和幸さん■成香

故皆見福市さん
■7月21日死去
■90歳■遺族は
ウメノさん■虻8区

故小椋 剛さん
■7月20日死去
■74歳■遺族は
四垂忠利さん■泉区

故皆川東助さん
■7月18日死去
■83歳■遺族は
智恵子さん■虻5区

故澤田美子さん
■７月３日死去
■93歳■遺族は
孝雄さん■清水区

故明石はなさん
■７月１日死去
■89歳■遺族は
一司さん■泉区

故毛利ヤヱさん
■７月１日死去
■85歳■遺族は
康弘さん■香川

故佐藤シヅコさん
■６月30日死去
■93歳■遺族は
眞雄さん■虻３区

心
か
ら

お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す
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（
1
74-

３
０
０
２
）

〈
洞
爺
地
区
〉

■
期
　
日

９
月
26
日（
雨
天
順
延
）

■
時
　
間

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

■
場
　
所

Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
前
交
差
点

■
問
合
せ

洞
爺
総
合
支
所
総
務

住
民
課
（
1
82-
５
１

１
１
）

■
募
集
期
間

10
月
31
日
（
水
）
ま

で

■
応
募
内
容

洞
爺
地
区
四
季
折
々

の
風
景
・
祭
事
・
草
　

花
・
野
鳥
な
ど
カ
ラ

ー
、
モ
ノ
ク
ロ
と
も

に
四
切
り
（
25
㎝
×
　

30
㎝
）
サ
イ
ズ
で
未

さ
く
発
表
の
作
品

（
デ
ジ
タ
ル
可
）

■
応
募
問
合
せ

Ｎ
Ｐ
О
洞
爺
観
光
協

会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
係
（
1
87-

５
２

７
７
）

サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
周
辺
を
き
れ
い

に
し
よ
う
！

■
期
　
　
日

９
月
30
日
（
日
）

■
時
　
　
間

午
前
９
時
〜

■
内
　
　
容

洞
爺
湖
町
、豊
浦
町
、

壮
瞥
町
で
の
一
斉
ゴ

ミ
・
空
き
缶
拾
い
な

ど

■
問
合
せ
先

企
画
防
災
課

（
1
74-

３
０
０
４
）

主
催
　
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
胆

振
地
域
推
進
会
議

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
「
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る

排
出
基
準
値
は
、
0.1
ナ
ノ
グ
ラ
ム

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
測
定
結
果

は
、
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
】

１
号
炉

測
定
日
　
平
成
19
年
５
月
30
日

測
定
結
果
０
・
０
０
５
５
（
ナ
ノ
グ

ラ
ム
）

※
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分
の
１
グ
ラ

ム
詳
細
　
西
い
ぶ
り
広
域
連
合
（
1

０
１
４
３-

59-

０
７
０
５
）

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▼
土
生
愛
子
さ
ん
（
曙
）
は
10
万
円

〈
寄
付
物
品
〉

▼
高
田
ケ
イ
子
さ
ん
（
虻
１
区
）

８
月
号
の
お
く
や
み
欄
で
、
大
西

ハ
ル
さ
ん
は
、
大
西
コ
ハ
ル
さ
ん
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
致

し
ま
す
。

ぐ
る
っ
と
洞
爺

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

洞
爺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
の
21
の

排
ガ
ス
（
煙
突
）
測
定
結
果

寄
　
　
付

■
お
詫
び
と
訂
正
■

特別弔慰金の請求はお済みですか？

請求期限は、平成20年3月31日です。

この期限を過ぎますと、法律の規定に

より、特別弔慰金を受ける権利が消滅し

ます。

対象者 戦没者等の死亡当時のご遺族で、

平成17年4月1日において、公務扶助料、

遺族年金等を受ける方がいない場合に、

次の順番による先順位のご遺族お一人に

特別弔慰金が支給されます。

1.弔慰金の受給権者

2.戦没者等の子

3.①父母②孫③祖父母④兄弟姉妹（戦没

者等と生計関係を有していなかった方

などは除きます）

4.上記１から3以外の①父母②孫③祖父

母④兄弟姉妹

5.上記1から4以外の三親等内の親族（戦

没者等の死亡時まで引き続き1年以上

生計関係を有していた方に限ります）

■給付内容　額面40万円、10年償還の記

名国債

■担 当 課　健康福祉課福祉係

（174－3001）

1977年有珠山噴火から30周年

今だからいえる
「まちづくり」30年のあゆみ
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故中川一太郎さん
■７月４日死去
■79歳■遺族は
ヒロ子さん■成香

故三上敏男さん
■7月30日死去
■73歳■遺族は
サヨ子さん■かっこう台区

故佐藤公二さん
■７月５日死去
■56歳■遺族は
純一さん■清水区

故西岡義雄さん
■7月31日死去
■81歳■遺族は
テル子さん■成香

故富田ハツヱさん
■７月16日死去
■94歳■遺族は
信雄さん■成香

故藤澤二三夫さん
■7月31日死去
■63歳■遺族は
恵美子さん■入3区

■期日　10月6日（土）

■時間　午後3時

■場所　洞爺湖文化センター

■内容

・基調講演／田村　亨（室蘭工業大学教授）

・座 談 会／新谷　融（北大名誉教授）、

長崎良夫（洞爺湖町長）他
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■問合せ 企画防災課（174－3004）
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人口と世帯の動き人口と世帯の動き （平成19年7月31日現在）

月対比

男 …… 5,092人  （△ 23）

女 …… 5,779人  （△ 13）

計 ……10,871人  （△ 36）

世帯…… 5,262世帯（△  9）

■連絡先 洞爺湖町健康福祉センター

　76－4006（健康指導係）

9月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈洞爺湖町健康福祉センタートレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

9月20日（木）

洞爺地区
健康相談

ポ リ オ 個別通知
健康福祉セ
ンター

9月27日（木） 乳児健診 個別通知
ふれ愛セン
ター

午前10時～
正午

洞爺総合支
所

フッ素塗布 個別通知 ふれ愛セン
ター9月13日(木)

保育所開放 午前10時～
11時30分

健康福祉セ
ンター

9月14日(金)

健康づくり
ウォーキング会9月21日(金)

保育所開放 午前10時～
11時30分9月28日(金)

親子ふれあ
い遊び

午前10時～
11時30分

健康福祉セ
ンター9月21日(金)

はつらつママの
子育てセミナー

本町保育所

洞爺保育所

午前10時～
11時30分

9月11日(火)
18日(火)

9月11日(火)
14日(金)
18日(火)
21日(金)
25日(火)
28日(金)

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

◆ポリオ／10月2日(火)（洞爺診療所）

◆ポリオ／10月16日(木) （さわやか）

◆1歳6カ月3歳児健診／10月4日（木）（さわやか）

◆洞爺地区健康相談／10月2日（火）･10月5日（金）･10月9日

　(火)・10月12日(金)・10月19日(金)・10月23日(火)・10月26

　日(金)・10月30日(火)（洞爺総合支所）

◆結核・肺がん検診／10月10日（水）・10月11日（木）・10月

　12日(金)（虻田地区）

◆結核・肺がん検診／10月17日(水)・10月18日（木）・10月

　19日(金)（洞爺地区）

◆保育所開放／10月12日(金)・10月26日(金)（本町保育所）

◆健康づくりｳｫーｷﾝｸ゙会(史跡巡りｳｫーｸラリー)／10月13日

　(土)（洞爺湖温泉）

◆親子ふれあい遊び／10月19日(金)（さわやか）

◆乳児健診／10月25日（木）（さわやか）

10月の予定

今月のワンショット
東奔西走

　昨年同様今年も、残暑が厳しい８月でし

た。▼そして８月といえばお盆。今年は「千

の風になって」が100万枚を越える売り上

げを記録し、「そこに（お墓）わたしはいま

せん。眠ってなんかいません」という詩が

衝撃的でした。▼一方、風になって飛び回

っていると言われても目に見えないので、

具体的なお墓の中にいてもらったほうが、

生前を偲べるという意見も耳にしました。

▼心か物かと言うデカルトから始まる近代

哲学の根本問題？が改めて提起されようと

しています。▼しかし、先日の花和の収穫

まつりで行われた野菜つかみ放題を見ると、

我々生きている人間にとっては、やはり物

しかないのではないだろうか思えるほどの

熾烈な戦いを見ました。▼「朝は鳥になっ

て　あなたを目覚めさせる　夜は星になっ

て　あなたを見守る」こんな素敵な言葉に

素直に感動できる秋がもうそこに来ていま

す。　　　　　　　　　　　　 （H・О）

虻田神社祭り　神輿も威勢よく虻田神社祭り　神輿も威勢よく




